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プドゥ製は、日本でも大手飲食チェーン
が採用する猫型ロボットで知られており、
世界60カ国で展開されている。

イグアスは配膳ロボットや配送ロボット
も扱っているが、中でも清掃ロボットの販
売に注力する。「ビルメン業界の人手不
足は深刻です。プドゥの試算では、日本国

内の清掃ロボット市場の規模は1兆円と
されています。普及はこれからです」（吉
澤部長）と説明。業務用お掃除ロボット

「PUDU CC1」など、全6機種を本格
展開していく。
「PUDU CC1」は、1時間当たりの

清掃面積が、一般的なバスケットボール

コート約2面分に相当する700～1000平
方メートル。最大運転時間9時間。吸引、床洗
浄、乾拭きまでの機能を1台に集約した
1台4役の掃除ロボット。ガラス壁面への
衝突防止のためのバーチャルウォールも
設定できる。「まずは年間で100台の販
売を目指します」（同）としている。

河村樹脂は、アセンブリーラインがあ
る横浜と、金型製造部門がある北上工
場（岩手県）の2拠点体制。半導体製
造装置などの樹脂パーツ、汎用工業部
品などを一貫して手掛ける。

また、宅配ボックスに組み込まれる
開閉のための金具ユニットなどは、アセ
ンブリーまで受託する。「射出成形の
みだと同業他社との競争になりがちで
すが、組み立てまでできるのが大きな
差別化になっています。金型部門があ
るのも強みです」（粟村悠専務）。
■M&Aで相乗効果
1962年10月設立の老舗企業だが、

ワーズウィズグループ傘下になり、射出
成形部門で同じグループの東和プラス
チックス（横浜市港北区）、港化成工業

（茨城県鉾田市）と連携。総合力で勝
負できるようになった。

各社とも、同じ射出成形であっても得
意分野が異なるため、相乗効果が発揮
できるという。「今までは単独ではお断

りしてきた案件も受注できるようになりま
した。話を聞いて最適な加工を提案で
きます」（粟村悠専務）。サイズや材料を
問わず、少量多品種でも受注。量産品
であれば東和のベトナム工場を活用す
る。

グループ内で内製化できる総合力
の活用により、納期短縮にもつなげる。

「顧客によっては半分の納期にもなりま
す。スピード感が全然違います」（同）と
話しており、今後は電動車両の部品製
作などへの進出も視野に入れている。

河村樹脂（横浜市港北区新羽町、☎045・543・6761）は、プラスチックの射出
成形部品生産で、金型製作から加工、組み立てまでをグループ内で一気通貫して受
託できる総合力を実現する。汎用樹脂からフッ素樹脂、エンプラ、スーパーエンプ
ラ、環境配慮型樹脂まで、ほとんどの材料に対応。試作から量産までもこなす“プラ
スチック成形の百貨店”のような存在になっている。親会社であるワーズウィズグ
ループ（東京都目黒区）が射出成形部門で、強みが異なる企業のM&A（企業の吸
収・合併）を重ねてきたことで可能になった。

イグアス（川崎市幸区堀川町、☎044・280・8724）は、サービスロボット事業
に本格参入する。中国の配膳ロボット大手、深圳市普渡科技（プドゥ・ロボティクス）
と販売代理店契約を締結。人手不足とされるビルメンテナンス業界など向けに同社
製の清掃ロボットを販売、保守契約まで結んでいく。「サービスロボットで当社は後
発組ですが、今後はまだまだ普及します」（吉澤岳明・3D＆Robotics営業部部長）
と話している。

河村樹脂、金型製作から組み立てまで一貫
プラ射出成形で「総合力」実現

イグアス、中国プドゥの販売代理店に

清掃ロボット、ビルメン業界に提案
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ポストコロナ時代

い

まどきのご葬儀として、時代やコロナ禍を
経て変化しつつあるご葬儀の在り方をお
伝えしています。今回は、コロナ禍での
ご葬儀について、前回の続きをお話しさ
せていただきます。

コロナ禍は、さまざまなことが「非常事

態」として、取り扱われてい
ました。情報が不足して
いたため、葬儀社にとって
も日々 リスクと隣り合わせ

の極限状態でもありました。
ただ、振り返ると、感染症はこれまでに

も多くありました。昔から、葬儀社は感染
症について必ず勉強しています。その時
代の状況に合わせ、どのようにご遺体を
取り扱うかを判断し、ご家族の意向をう

かがいながら、お客様も従業員も、安全に
ご葬儀を施行できるかは、それぞれの葬
儀社の工夫でもあり、これが創業80年を
超える当社では、多くの経験値やさまざま
な技術として蓄積されてきました。その
ため、常に緊張がありましたが、今回のコ
ロナ禍を乗り越えられたと思います。

感染症でのご葬儀では、他の方に影響
が出ないような工夫が必要です。昔は
現在あるような特殊な素材を使用した納

棺用品などがなく、感染症などでご家族
を亡くしたご遺族のお気持ちに寄り添うこ
とが難しかったこともありました。しかし、
その経験があったことがきっかけで、「触
れることができなくても、一目顔を見たい
という、ご遺族の気持ちに寄り添えない
か」という思いを強く持つようになりまし
た。

そして、十数年前から現在に至るまで、
お顔が見える形での面会やご葬儀を施

行するための納棺用品なども、常に備え
ております。

時代の変化とともにその時 で々経験や
挑戦を重ね、ノウハウとして蓄積してきた
スキルこそが、後の時代に起こる予測不
可能なことを解決するための礎となって
いるのだと、コロナ禍のご葬儀を通じて強
く感じました。次回は、アフターコロナの
今についてお伝えしたいと思います。　
 （fami友葬・清水ふじ代）

社長さんが知っておきたい社長さんが知っておきたい
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